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(57)【要約】
【課題】大掛かりな設備を用いることなく、防水層が漏
水を起こす前に改修が必要であることを示唆できるよう
にして漏水を抑制する。
【解決手段】防水改修示唆システム１は、防水層を構成
する材料よりも耐候性が低く、周縁部２ａが水密状に接
合された樹脂製シート２と、樹脂製シート２の裏側に設
けられ、水との接触によって変化する変化部３とを備え
ている。変化部３の変化を樹脂製シート２の外部に現す
ように構成されている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建築物が有する防水層の改修を示唆する防水改修示唆システムにおいて、
　前記防水層を構成する材料よりも耐候性が低く、周縁部が水密状に接合された樹脂製シ
ートと、
　前記樹脂製シートの裏側に設けられ、水との接触によって変化する変化部とを備え、
　前記変化部の変化を前記樹脂製シートの外部に現すように構成されていることを特徴と
する防水改修示唆システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の防水改修示唆システムにおいて、
　前記変化部は、水膨潤性樹脂を含むことを特徴とする防水改修示唆システム。
【請求項３】
　請求項１に記載の防水改修示唆システムにおいて、
　前記変化部は、吸水性材料を含むことを特徴とする防水改修示唆システム。
【請求項４】
　請求項１に記載の防水改修示唆システムにおいて、
　前記樹脂製シートは透光性を有しており、
　前記変化部は、水と接触することによって色が変化する変色剤を含むことを特徴とする
防水改修示唆システム。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１つに記載の防水改修示唆システムにおいて、
　前記樹脂製シートに含まれる紫外線吸収剤の量は、前記防水層を構成する材料に含まれ
る紫外線吸収剤の量よりも少なく設定されていることを特徴とする防水改修示唆システム
。
【請求項６】
　請求項１から４のいずれか１つに記載の防水改修示唆システムにおいて、
　前記樹脂製シートには、紫外線吸収剤が含まれていないことを特徴とする防水改修示唆
システム。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１つに記載の防水改修示唆システムにおいて、
　前記樹脂製シートに含まれる耐候顔料の量は、前記防水層を構成する材料に含まれる耐
候顔料の量よりも少なく設定されていることを特徴とする防水改修示唆システム。
【請求項８】
　請求項１から６のいずれか１つに記載の防水改修示唆システムにおいて、
　前記樹脂製シートには、耐候顔料が含まれていないことを特徴とする防水改修示唆シス
テム。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか１つに記載の防水改修示唆システムにおいて、
　塩化ビニルからなる樹脂層で被覆されるとともに、前記防水層に固定された樹脂被覆鋼
板を備え、
　前記樹脂製シートの周縁部は、塩化ビニルで構成されるとともに、前記樹脂被覆鋼板の
前記樹脂層に接合されていることを特徴とする防水改修示唆システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、防水層の改修が必要である場合にそのことの示唆が可能な防水改修示唆シス
テムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、各種建築物や土木工事等では雨水の浸入を防止するための防水シート等からな
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る防水層が設けられる。防水層は最外面に位置することになるので、例えば太陽光に含ま
れる紫外線による劣化が進行して亀裂が発生し、やがて漏水に至るおそれがあるので、必
要に応じた改修が必要である。
【０００３】
　特許文献１～３には漏水の有無を検出可能な防水構造が開示されている。特許文献１で
は、屋根の床面に桟体を固定し、この桟体に防水シートの裏面を接着により固定しておき
、防水シートと屋根の床面との間に電極を配置している。電極には走査型抵抗測定装置を
接続し、漏水時の抵抗変化を走査型抵抗測定装置により測定して警報を発することができ
るように構成されている。
【０００４】
　特許文献２では、防水施工面に複数の導電線路を間隔を置いて敷設し、この導電線路を
覆うように防水層を設け、水が防水層を透過して導電線路を短絡したときにランプ等によ
って表示することができるように構成されている。
【０００５】
　特許文献３では、コンクリートスラブ上に金属膜を介して防水性シートを敷設するとと
もに、アース部を取っておき、所定の電圧を印加した測定電極を防水性シートの表面の各
部に順次接触させながら、通電の有無を検出し、通電した箇所を防水性シートの破損箇所
であるとして検出可能に構成されている。
【０００６】
　特許文献４、５には、漏水検出機能や損傷部位の検出機能を持った防水シートが開示さ
れている。特許文献４の防水シートは、第１次防水シートと第２次防水シートとの間に不
織布を介在した構成となっている。第１次防水シートが破れた場合には、第１次防水シー
トと第２次防水シートとの間に浸入した水が庇部から天端部に向かって流れ、第１次防水
シートと第２次防水シートとの間から流出する。これに基づいて漏水を検出することがで
きる。
【０００７】
　特許文献５の防水シートは、表面層、安全層及び危険層の３層の色分けされた熱可塑性
樹脂層を備えており、損傷した場合に、損傷部位の面積や深度の判定を容易にしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平７－２１７１０３号公報
【特許文献２】特開平８－１７８７９０号公報
【特許文献３】特開２００３－５６１３２号公報
【特許文献４】特開２０００－２５７０４７号公報
【特許文献５】特開２０１６－６１０７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところで、特許文献１～３では電気回路を用いているので、漏水の検出にあたっては電
力の供給が必要になり、大掛かりなものになるという問題がある。
【００１０】
　また、特許文献４では、第１次防水シートを通過した水を庇部から天端部に向かって流
すためには、第１次防水シート、第２次防水シート及び不織布を防水層の全体に亘って設
けなければならず、このものも大掛かりなものになるという問題がある。
【００１１】
　また、特許文献５では、表面層、安全層及び危険層の３層の色分けされた熱可塑性樹脂
層を防水シートの全体に形成しなければならないので、防水シートの構造が複雑になると
いう問題がある。
【００１２】
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　さらに、特許文献１～５のいずれのものも、水が浸入する程度に表面の防水層が損傷し
たり、防水層に亀裂が入らなければ漏水を検出することができないものである。このため
、実際の使用場面を想定すると、防水下地への漏水後に漏水が起こったことを検出するこ
とになり、漏水前に防水層の改修を示唆することはできない。
【００１３】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、大掛かり
な設備を用いることなく、防水層が漏水を起こす前に改修が必要であることを示唆できる
ようにして漏水を抑制することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するために、本発明では、防水層を構成する材料よりも耐候性の低い樹
脂製シートの裏側に、水との接触によって変化する変化部を設けておき、この変化部の変
化が樹脂製シートの外部に現れるようにした。
【００１５】
　第１の発明は、建築物が有する防水層の改修を示唆する防水改修示唆システムにおいて
、前記防水層を構成する材料よりも耐候性が低く、周縁部が水密状に接合された樹脂製シ
ートと、前記樹脂製シートの裏側に設けられ、水との接触によって変化する変化部とを備
え、前記変化部の変化を前記樹脂製シートの外部に現すように構成されていることを特徴
とする。
【００１６】
　この構成によれば、樹脂製シートの耐候性が防水層を構成する材料よりも低いので、劣
化による亀裂が防水層にできる前に、樹脂製シートにできることになる。樹脂製シートに
亀裂ができると、雨水等が亀裂を通って樹脂製シートの裏側に達して変化部に接触する。
水が接触した変化部は変化し、その変化が樹脂製シートの外部に現れる。これにより、従
来例のような電気回路等を設けることなく、防水層が漏水を起こす前に、外部から視認可
能な形態で漏水のおそれを知らせることが可能になる。また、樹脂製シートは防水層の全
体に設ける必要はなく、一部にのみ設ければよいので、従来例のように全体が多層構造の
防水シートは不要になり、防水層の構造が簡素になる。
【００１７】
　第２の発明は、第１の発明において、前記変化部は、水膨潤性樹脂を含むことを特徴と
する。
【００１８】
　この構成によれば、樹脂製シートの裏側に達した水が変化部に接触すると、水膨潤性樹
脂が水を吸収することによって膨潤する。これにより、変化部の体積が増加することにな
るので、樹脂製シートが膨らむ。よって、外部からの視認が容易になる。
【００１９】
　第３の発明は、第１の発明において、前記変化部は、吸水性材料を含むことを特徴とす
る。
【００２０】
　この構成によれば、樹脂製シートの裏側に達した水が変化部に接触すると、吸水性材料
に吸収され、吸水性材料が膨らむ。これにより、変化部の体積が増加することになるので
、樹脂製シートが膨らむ。よって、外部からの視認が容易になる。
【００２１】
　第４の発明は、第１の発明において、前記樹脂製シートは透光性を有しており、前記変
化部は、水と接触することによって色が変化する変色剤を含むことを特徴とする。
【００２２】
　この構成によれば、樹脂製シートの裏側に達した水が変化部に接触すると、変色剤の色
が変化する。樹脂製シートが透光性を有しているので、変色剤の色の変化が外部から容易
に視認可能になる。
【００２３】
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　第５の発明は、第１から４のいずれか１つの発明において、前記樹脂製シートに含まれ
る紫外線吸収剤の量は、前記防水層を構成する材料に含まれる紫外線吸収剤の量よりも少
なく設定されていることを特徴とする。
【００２４】
　この構成によれば、樹脂製シートと防水層との耐候性の差が確実に得られるようになる
。
【００２５】
　第６の発明は、第１から４のいずれか１つの発明において、前記樹脂製シートには、紫
外線吸収剤が含まれていないことを特徴とする。
【００２６】
　第７の発明は、第１から６のいずれか１つの発明において、前記樹脂製シートに含まれ
る耐候顔料の量は、前記防水層を構成する材料に含まれる耐候顔料の量よりも少なく設定
されていることを特徴とする。
【００２７】
　耐候顔料は、例えば酸化チタンやカーボン等を挙げることができる。
【００２８】
　第８の発明は、第１から６のいずれか１つの発明において、前記樹脂製シートには、耐
候顔料が含まれていないことを特徴とする。
【００２９】
　第９の発明は、第１から８のいずれか１つの発明において、塩化ビニルからなる樹脂層
で被覆されるとともに、前記防水層に固定された樹脂被覆鋼板を備え、前記樹脂製シート
の周縁部は、塩化ビニルで構成されるとともに、前記樹脂被覆鋼板の前記樹脂層に接合さ
れていることを特徴とする。
【００３０】
　この構成によれば、樹脂製シートの周縁部が樹脂被覆鋼板の樹脂層に接合されているの
で、樹脂製シートに亀裂ができて水が樹脂製シートの裏側に達した際、樹脂被覆鋼板の樹
脂層によって裏側への水の浸入が抑制される。
【発明の効果】
【００３１】
　第１の発明によれば、防水層を構成する材料よりも耐候性が低い樹脂製シートの裏側に
、水との接触によって変化する変化部を設けておき、この変化部の変化が樹脂製シートの
外部に現れるようにしたので、大掛かりな設備を用いることなく、防水層が漏水を起こす
前に改修が必要であることを示唆することができる。
【００３２】
　第２の発明によれば、変化部が水膨潤性樹脂を含んでいるので、変化部の変化を外部か
ら容易に視認することができる。
【００３３】
　第３の発明によれば、変化部が吸水性材料を含んでいるので、変化部の変化を外部から
容易に視認することができる。
【００３４】
　第４の発明によれば、変化部が変色剤を含んでいるので、変化部の変化を外部から容易
に視認することができる。
【００３５】
　第５の発明によれば、樹脂製シートに含まれる紫外線吸収剤の量を、防水層を構成する
材料に含まれる紫外線吸収剤の量よりも少なくしたので、樹脂製シートと防水層との耐候
性の差を確実に得ることができる。
【００３６】
　第６～８の発明によれば、樹脂製シートと防水層との耐候性の差を確実に得ることがで
きる。
【００３７】
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　第９の発明によれば、樹脂被覆鋼板の樹脂層に樹脂製シートの周縁部を接合するように
したので、水が樹脂製シートの裏側に達したとしても、樹脂被覆鋼板の裏側への水の浸入
を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の実施形態１に係る防水改修示唆システムを有する防水層の平面図である
。
【図２】実施形態１に係り、施工直後の防水改修示唆システムの斜視図である。
【図３】樹脂製シートに亀裂ができた場合の図２相当図である。
【図４】実施形態２に係る図２相当図である。
【図５】実施形態２に係る図３相当図である。
【図６】実施形態３に係る施工直後の防水改修示唆システムの平面図である。
【図７】図７のVII－VII線断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。尚、以下の好ましい実施形
態の説明は、本質的に例示に過ぎず、本発明、その適用物或いはその用途を制限すること
を意図するものではない。
【００４０】
　（実施形態１）
　図１は、本発明の実施形態１に係る防水改修示唆システム１を有する防水層１０の平面
図である。防水層１０は、各種建築物の屋根上、屋上に設けられた層であり、水を通さな
い樹脂製の防水シート等で構成することができる。防水層１０を構成する材料としては、
例えば塩化ビニル樹脂に、オイル、紫外線吸収剤を含む各種添加剤等を加えたものを用い
ることができる。防水層１０の耐候性は、従来から周知のように、ポリマーの種類、オイ
ル及び紫外線吸収剤等の種類や添加量、防水層１０の厚み、防水層１０の色等によって変
えることができる。防水層１０は、例えば、施工後、２０年以上経過しても亀裂ができな
いような耐候性を有している。
【００４１】
　防水改修示唆システム１は、防水層１０に改修が必要であることを示唆するためのもの
である。改修には、防水層１０の全部を張り替える、既存の防水層１０の表面に新たに防
水層１０を形成する、防水層１０の一部のみ張り替える等、様々な方法があるが、防水改
修示唆システム１による改修の示唆後、いずれの改修を行うようにしてもよい。防水改修
示唆システム１は、防水層１０の改修の要否を判定するシステムとしても利用することが
できる。
【００４２】
　図２に示すように、防水改修示唆システム１は、樹脂製シート２と、変化部としての水
膨潤剤３とを備えている。図１に示すように、防水改修示唆システム１は、樹脂被覆鋼板
１１を更に備えていてもよい。樹脂被覆鋼板１１は、塩化ビニルからなる樹脂層で被覆さ
れており、この樹脂層が、防水層１０の表面に固定されている。樹脂被覆鋼板１１の樹脂
層は、防水層１０の表面に対して例えば溶着または融着により固定することができる。
【００４３】
　樹脂製シート２は、防水層１０を構成する材料よりも耐候性が低く設定されている。例
えば、樹脂製シート２に含まれる紫外線吸収剤の量を、防水層１０を構成する材料に含ま
れる紫外線吸収剤の量よりも少なく設定することにより、樹脂製シート２の耐候性を防水
層１０よりも低くすることができる。このほかにも、ポリマーの種類、オイル及び紫外線
吸収剤等の種類や添加量の設定、厚みの設定、色の調整等によっても、樹脂製シート２の
耐候性を防水層１０よりも低くすることができる。例えば、樹脂製シート２の厚みを防水
層１０の厚みよりも薄くすることによって樹脂製シート２の耐候性を防水層１０よりも低
くすることができ、また、オイル及び紫外線吸収剤等の種類や添加量の設定と、厚みの設
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定とを組み合わせることによって樹脂製シート２の耐候性を防水層１０よりも低くするこ
とができる。また、樹脂製シート２には、紫外線吸収剤が含まれていなくてもよい。
【００４４】
　また、樹脂製シート２に含まれる耐候顔料の量は、防水層１０を構成する材料に含まれ
る耐候顔料の量よりも少なく設定されていてもよい。耐候顔料は、例えば酸化チタンやカ
ーボン等を挙げることができる。また、樹脂製シート２には、耐候顔料が含まれていなく
てもよい。さらに、樹脂製シート２に含まれる耐候顔料の量を、防水層１０を構成する材
料に含まれる耐候顔料の量よりも少なくし、かつ、樹脂製シート２に含まれる紫外線吸収
剤の量を、防水層１０を構成する材料に含まれる紫外線吸収剤の量よりも少なくしてもよ
い。また、樹脂製シート２には、耐候顔料と紫外線吸収剤の両方が含まれていなくてもよ
い。
【００４５】
　樹脂製シート２の周縁部２ａは、樹脂被覆鋼板１１の樹脂層に対して例えば溶着または
融着により固定することができ、水密状に接合された部分である。樹脂製シート２の周縁
部２ａと、樹脂被覆鋼板１１の樹脂層との間を水が流通しないようになっている。樹脂製
シート２の裏面における周縁部２ａよりも内側に水膨潤剤３が配置され、この水膨潤剤３
が樹脂製シート２によって覆われる。
【００４６】
　防水層１０及び樹脂製シート２の耐候性は、例えば施工後、亀裂等ができるまでの期間
で表すことができる。防水層１０の耐候性を２０年間としたとき、樹脂製シート２の耐候
性は１０～１５年間とすることができるが、これは一例であり、樹脂製シート２の耐用年
数を防水層１０の耐用年数よりも短く設定すればよい。施工後、亀裂等ができるまでの期
間は、例えば劣化促進試験結果や、過去の施工例を参考にして得ることができる。
【００４７】
　水膨潤剤３は、水膨潤性樹脂を含んでおり、水との接触によって体積が変化するもので
ある。水膨潤性樹脂は、従来から周知の吸水性材料とポリマーとを含んだものであり、水
が接触すると、その水を吸水性材料が吸水して膨潤する。水膨潤剤３の膨潤力は、少なく
とも樹脂製シート２を膨らませることができる力となっており、従って、防水改修示唆シ
ステム１は、水膨潤剤３の変化を樹脂製シート２の外部に現すように構成されることにな
る。
【００４８】
　図１における符号２０は、本発明に必須な構成ではないが、サンプル採取用シートを示
している。サンプル採取用シート２０は、樹脂製シート２と同じ材料で構成することがで
き、樹脂製シート２と同様に樹脂被覆鋼板１１に固定されている。施工後、一定期間を経
過したら、サンプル採取用シート２０を樹脂被覆鋼板１１から剥がして劣化度の検査をす
ることができるようになっている。
【００４９】
　次に、防水改修示唆システム１の使用例について説明する。防水層１の施工時期と同時
期に、樹脂被覆鋼板１１を固定するとともに、その樹脂被覆鋼板１１の上面に水膨潤剤３
を置き、その上から樹脂製シート２を被せ、この樹脂製シート２の周縁部２ａを樹脂被覆
鋼板１１の樹脂層に固定する。これにより、水膨潤剤３に雨水等が接触することはないの
で、しばらくの間は、水膨潤剤３が膨潤することはない。
【００５０】
　施工後、所定期間（例えば１０年間、１５年間）経過すると、防水層１には亀裂等はで
きないが、樹脂製シート２の耐候性が低いので、樹脂製シート２には亀裂ができることが
ある。樹脂製シート２には亀裂ができると、雨水等が亀裂を通って樹脂製シート２の裏側
に達して水膨潤剤３に接触する。水が接触した水膨潤剤３は水を吸収して体積が増加し、
その体積変化によって樹脂製シート２が膨らむので、水膨潤剤３の変化が外部に現れるこ
とになる。これにより、防水層１０が漏水を起こす前に、外部から視認可能な形態で漏水
のおそれを知らせることが可能になる。また、樹脂製シート２は防水層１０の全体に設け
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る必要はなく、一部にのみ設ければよいので、防水層１０の構造が簡素になる。
【００５１】
　尚、樹脂製シート２が膨らんでいないときは改修が不要な時期であると判断できる。
【００５２】
　（実施形態の作用効果）
　以上説明したように、この実施形態に係る防水改修示唆システム１によれば、防水層１
０を構成する材料よりも耐候性が低い樹脂製シート２の裏側に、水との接触によって体積
変化する水膨潤剤３を設けておき、この水膨潤剤３の体積変化が樹脂製シート２の外部に
現れるようにしたので、大掛かりな設備を用いることなく、防水層１０が漏水を起こす前
に改修が必要であることを示唆することができる。
【００５３】
　（実施形態２）
　図４、５は、本発明の実施形態２に係る防水改修示唆システム１を示すものであり、こ
の実施形態２では、樹脂製シート２が透光性を有している点と、水と接触することによっ
て色が変化する変色剤を含んだ変化部４である点とで実施形態１と異なっている。以下、
実施形態１と同じ部分には同じ符号を付して説明を省略し、異なる部分について詳細に説
明する。
【００５４】
　樹脂製シート２は、例えば無色透明、あるいは薄く着色されていて透光性を有する部材
からなるものである。樹脂製シート２の透光性は、変化部４の色の変化を外部から視認可
能な程度であればよく、例えば変化部４の変化後の色が外部から薄く透けて見える程度の
透光性であってもよい。
【００５５】
　変化部４は、水と接触することによって色が変化する変色剤を少なくとも含んでいる。
例えば、携帯電話等に使用されているアセイ工業社製の水没シール等を挙げることができ
る。また、水と反応して無色(白色)から青色(水色)に変色する無水硫酸銅や、水と反応し
て青色(水色)から紫色に変色する無水硝酸コバルト、水と反応して無色(白色)から青色(
水色)に変色するシリカゲル等を使用できる。
【００５６】
　実施形態２の場合、樹脂製シート２に亀裂ができて雨水等が樹脂製シート２の裏側に達
すると、変化部４に接触し、変化部４に含まれる変色剤の色が変化する。樹脂製シート２
が透光性を有しているので、変化部４の色の変化が外部から容易に視認可能になる。
【００５７】
　したがって、実施形態２の場合も実施形態１と同様に、防水層１０が漏水を起こす前に
改修が必要であることを示唆することができる。
【００５８】
　（実施形態３）
　図６、７は、本発明の実施形態３に係る防水改修示唆システム１を示すものであり、こ
の実施形態３では、樹脂製シート２が中間シート５の上に接合されている点で実施形態１
と異なっている。以下、実施形態１と同じ部分には同じ符号を付して説明を省略し、異な
る部分について詳細に説明する。
【００５９】
　樹脂被覆鋼板１１の表面には、中間シート５が例えば溶着または融着により固定されて
いる。中間シート５は、防水層１０を構成する材料と同じ材料で構成することができる。
中間シート５の中央部には貫通孔５ａが形成されている。貫通孔５ａの形状は特に限定さ
えるものではなく、例えば矩形や円形等であってもよい。また、中間シート５は枠状に形
成することもできる。中間シート５の貫通孔５ａの内部には、水膨潤剤３が収容されてい
る。
【００６０】
　中間シート５の表面に樹脂製シート２が全周に亘って例えば溶着または融着により固定
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が樹脂製シート２によって覆われる。
【００６１】
　この実施形態３では、水膨潤剤３が中間シート５の貫通孔５ａの内部に収容されている
ので、膨潤前の水膨潤剤３による樹脂製シート２の凹凸が生じ難くなる。したがって、水
膨潤剤３が膨潤した際に、外部からより一層分かり易くなる。
【００６２】
　また、実施形態３において実施形態２のように、変色剤を含んだ変化部４を中間シート
５の貫通孔５ａの内部に収容してもよい。
【００６３】
　（その他の実施形態）
　上述の実施形態はあらゆる点で単なる例示に過ぎず、限定的に解釈してはならない。さ
らに、特許請求の範囲の均等範囲に属する変形や変更は、全て本発明の範囲内のものであ
る。
【００６４】
　例えば、変化部は、実施形態１の水膨潤性樹脂と、実施形態２の変色剤との両方を含ん
でいてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００６５】
　以上説明したように、本発明に係る防水改修示唆システムは、例えば屋上防水層等に適
用することができる。
【符号の説明】
【００６６】
１　　　　　　　防水改修示唆システム
２　　　　　　　樹脂製シート
２ａ　　　　　　樹脂製シートの周縁部
３　　　　　　　水膨潤剤（変化部）
４　　　　　　　変化部
１０　　　　　　防水層
１１　　　　　　樹脂被覆鋼板
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